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管理ポータル操作ガイド (設定画面編)　　　　
はじめに
本書は、本サービスのシステム管理者が利用する管理ポータルを利用方法について記載したガ

イドです。

本書の対象読者は以下を想定しています。

本サービスを利用する、お客様のシステム管理者

本サービスを利用する、システムの運用構築を支援するSI担当者 

本ページの記載内容

本ページでは以下の機能について説明します。

本サービスが提供する機能に関する設定情報の管理

設定画面

本サービスの設定情報を管理します。

対話設定セクションの説明

対話設定セクションについて説明します。

対話設定

推論を用いた回答根拠の確認機能は、以下の条件を満たす場合のみ利用できます。
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表示項目

チャット画面を利用する際の設定情報を表示します。

表示を行う項目は以下の通りです。

操作

対話設定画面にて行える操作を説明します。

AIガードレール設定セクションの説明

AIガードレールセクションについて説明します。

basicプランをご契約いただいている

RAGオプションをご契約いただいている

上記条件を満たさない場合、当該機能は常にオフになります。

推論を用いた回答根拠の確認 オフ(グレーの状態): 推論を用いた

回答根拠の機能を使用しない

オン(青色の状態): 推論を用いた回

答根拠を使用するための設定がチャ

ット画面に表示される

回答根拠の機能に関しては「チャッ

ト画面利用ガイド」の「回答根拠を

確認」、「推論を用いた回答根拠確

認」の節をご確認ください。

項目名 内容

① 推論を用いた回

答根拠の確認 

トグル

推論を用いた回答根拠の機能の有効/無効の切り

替えを行います。

項番 項目 内容
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表示項目

操作

Web検索設定セクションの説明

Web検索設定セクションについて説明します。

表示項目

Web検索を利用する際の設定情報を表示します。

表示を行う項目は以下の通りです。

不適切な内容を検知する 有効にした場合、チャット機能利用

時にLLMとの通信における入力および

出力内容の安全性チェックを行い、

不適切なコンテンツをブロックしま

す。

項目名 内容

① 不適切な内容を検知す

る

オフ(グレーの状態): AIガードレール機能を無効化しま

す。

オン(青色の状態): AIガードレール機能を有効化しま

す。

項番 項目 内容

項目名 内容
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操作

Web検索設定画面にて行える操作を説明します。

利用中の検索エンジン 登録済みの検索エンジンを表示しま

す。

Web検索を行う際、本項目に表示され

ている検索エンジンが使用されま

す。

APIキー更新日時 Web検索情報が更新された最新の日時

を表示します。

Web検索の有効/無効 Web検索機能の有効/無効の設定を表

示します。

有効：チャット画面と拡張対話APIで

外部検索エンジンを利用できます。

無効: チャット画面と拡張対話APIで

外部検索エンジンの利用が不可とな

ります。

検索エンジンの選択 Web検索情報の新規登録/更新を行う

際に指定する項目です。

Web検索を行う際に使用する検索エン

ジンを指定します。

次の項目が選択可能です。

・BraveSearch

・Tavily

APIキー Web検索情報の新規登録/更新を行う

際に指定する項目です。

Web検索を行う際に使用する検索エン

ジンより発行する必要があります。

「検索エンジンの選択」の項目で指

定した検索エンジンに対応するAPIキ

ーを入力します。

検索エンジンの更新を行った場合、

変更前のAPIキーは削除されます。

項番 項目 内容
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手順

Ｗeb検索情報設定の変更手順を説明します。

Web検索情報の新規登録/更新

Web検索情報を新規登録/更新する際の手順を以下に示します。

1. 事前準備

1.1 使用する検索エンジンのAPIキーを事前に用意してください。

2. Web検索の有効化

2.1 「Web検索の有効/無効」の項目より、「有効」を選択します。

3. Web検索情報の入力

3.1 「検索エンジンの選択」の項目より、利用するエンジン名を選択します。

3.2 「APIキー」の項目に、手順1.1で用意したAPIキーを入力します。

3.3 「更新」ボタンを押下します。

3.4 確認ダイアログが表示されます。「OK」ボタンを押下します。

3.5 「利用中の検索エンジン」、「APIキー更新日時」の項目を確認し、設定した内容が反

映されているか確認してください。

Web検索の有効/無効の変更

Web検索情報が登録済みの場合に、Web検索機能の利用可否を変更する手順を以下に示します。

1. Web検索の有効/無効の変更

1.1 「Web検索の有効/無効」の項目より「有効」または「無効」を選択します。

① Web検索情報 入

力欄

Web検索機能の有効/無効の切り替え、およびWeb

検索情報の新規登録/更新を行うための情報を指

定します。

※指定後に「更新」ボタンを押下することで、指

定の内容が反映されます。

② 更新ボタン 項番①で指定した内容でWeb検索情報の更新を行

います。

ボタン押下時には確認ダイアログが表示されま

す。

③ APIキー削除 ボ

タン

登録済みのAPIキーを削除します。

ボタン押下時には確認ダイアログが表示されま

す。
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1.2 「更新」ボタンを押下します。

1.3  確認ダイアログが表示されます。「OK」ボタンを押下します。

1.4 「 Web検索の有効/無効」の項目が変更されたことを確認してください。

 

Web検索情報の削除

登録済みのWeb検索情報を削除する際の手順を以下に示します。

1. Web検索情報の削除

1.1 「APIキー削除」ボタンを押下します。

1.2 確認ダイアログが表示されます。「OK」ボタンを押下します。

1.3 「利用中の検索エンジン」、「APIキー更新日時」の項目を確認し、「未登録」となっ

ていることを確認してください。


